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招集ご通知

証券コード　7126
2025年10月９日

株　主　各　位
大阪市中央区淡路町三丁目５番１号
グローバルスタイル株式会社

代表取締役社長 田 城 弘 志

当社ウェブサイト
https://www.global-style.jp/

東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第78回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第78回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し
あげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい
て電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下
のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、「ＩＲ情報」「株主総会」を順に選択いただき、ご確認く
ださい。）

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトに
も掲載しておりますので、以下よりご確認ください。

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「グローバルスタイル」又
は「コード」に当社証券コード「7126」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順
に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（郵送）によって議決権を行使するこ
とができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2025年10月23日（木曜日）
午後６時までに議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
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招集ご通知

１．日 時 2025年10月24日（金曜日）午前10時
２．場 所 大阪市中央区北浜一丁目８番16号

大阪証券取引所ビル３階　北浜フォーラム
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 第78期（2024年８月１日から2025年７月31日まで）事業報告及び計算書類報

告の件
決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 定款の一部変更の件

記

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあ
げます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイト及び東証ウェブサ
イトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。

◎本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面を
お送りいたします。
なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第14条第２項の規定に基

づき、お送りする書面には記載しておりません。
①　事業報告の「会社の現況（直前３事業年度の財産及び損益の状況、主要な事業内容、主要な事業所及
び店舗、使用人の状況、主要な借入先の状況）」、「株式の状況」、「会計監査人の状況」、「業務の適
正を確保するための体制及びその運用状況」
②　計算書類の「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している事業報告及び計算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査
役が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。

◎書面により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、
賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、切手を貼らずに
ご投函ください。

株主総会開催日時 行使期限 行使期限

2025年10月24日（金曜日）
午前10時

2025年10月23日（木曜日）
午後６時00分入力完了分まで

2025年10月23日（木曜日）
午後６時00分到着分まで

議決権行使書のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１、２号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

・インターネットおよび書面（郵送）の両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り
扱いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱
いいたします。

・書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとし
てお取り扱いいたします。
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力す
ることなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９:00～21:00）
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当事業年度の事業の状況

(2024年 8 月 1 日から
2025年 7 月31日まで)
事　 業　 報　 告

１. 会社の現況
(1) 当事業年度の事業の状況
　①事業の経過及び成果

　当事業年度における我が国経済は、インバウンド需要の拡大と雇用・所得環境の改善が続き、
景気は緩やかな回復基調となりました。一方で、物価高騰による消費マインドの停滞、米国の関
税引き上げや為替・金利の変動、不安定な国際情勢による資源価格の高騰など、依然として景気
の先行きは不透明な状況が続いております。
　当社が属するオーダースーツ業界におきましても、原材料価格の高騰や円安の影響による仕入
原価の上昇など、厳しい事業環境が続いております。
　このような状況の下、当社におきましては、「Enjoy Order　すべてのお客様にオーダーメイ
ドを楽しんでいただく」のコンセプトのもと、新業態を含めた新規出店や新たなオーダー商品の
開発に取り組んでまいりました。
　まず、当事業年度の新規出店といたしましては、９月に「GINZA Global Style COMFORT　
枚方モール店」と新業態として初出店となる「Premium Marunouchi　本店」を出店し、年明
け１月に「GINZA Global Style　COMFORT　COCOSA熊本店」、４月には「GINZA 
Global Style COMFORT　浦和パルコ店」を出店いたしました。
　また、経営効率の向上を目的とした店舗統合も行い、「GINZA Global Style　京都三条通り
店」を「GINZA Global Style　京都四条店」に、「TANGOYA　熊本シャワー通り店」を
「GINZA Global Style COMFORT　COCOSA熊本店」に統合いたしました。
　上記の新規出店及び店舗統合を行った結果、当事業年度末の店舗数は40店舗となりました。
　新業態である「Premium Marunouchi」の特徴といたしましては、従来のオーダーメニュー
に加えて、新オーダー商品である「カイザープレミアム」をご注文いただける点であります。
「カイザープレミアム」は、グローバルスタイルの誇る最高級グレード「カイザーモデル」をベ
ースに肩や袖、上衿などの重要な部分にハンドメイドの縫製テクニックを融合して究極の着心地
を追求したプレミアムラインであり、当モデルをオーダーメニューに加えることで、より嗜好性
の高いお客様の開拓にも取り組んでまいりたいと考えております。
　以上のような取り組みの結果、売上高につきましては、114億60百万円（前年同期比2.6％
増）となりました。

－ 5 －
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当事業年度の事業の状況

事 業 部 門 の
名 称

第77期
(2024年７月期)
（前事業年度）

第78期
(2025年７月期)
（当事業年度）

前事業年度比

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 金 額 増 減 率

G S 営 業 部 10,978百万円 98.3％ 11,428百万円 99.7％ 449百万円 4.1％

TANGOYA営業部 188 1.7 31 0.3 △157 △83.2

合 計 11,167 100.0 11,460 100.0 292 2.6

　販売費及び一般管理費につきましては、新規出店に伴う人件費や地代家賃等が増加したことか
ら55億91百万円（同4.3％増）となりました。
　利益面につきましては、営業利益８億１百万円（同27.3％増）、経常利益８億21百万円（同
25.0％増）、当期純利益５億３百万円（同13.4％増）となり、前年同期を大幅に上回る結果と
なりました。
　なお、当社はオーダースーツの販売店舗を運営する事業の単一セグメントであるため、セグメ
ント別の記載は省略しております。

②販売実績
　事業部門別の販売実績は、次のとおりであります。

－ 6 －
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当事業年度の事業の状況

業態・店舗名 出店日

新規出店

オーダースーツ販売
GINZA Global Style COMFORT
枚方モール店

2024年9月6日

オーダースーツ販売
Premium Marunouchi
本店

2024年9月12日

オーダースーツ販売
GINZA Global Style COMFORT
COCOSA熊本店

2025年1月24日

オーダースーツ販売
GINZA Global Style COMFORT
浦和パルコ店

2025年4月25日

③設備投資の状況
当事業年度中において実施いたしました設備投資の総額は、３億80百万円であります。
その主なものは、新規出店４店舗であります。
なお、当事業年度における新規出店の状況は、次のとおりであります。

④資金調達の状況
当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行９行と当座貸越契約（極度額

6,000百万円）を締結しております。
また、８百万円の自己株式の処分等及び100百万円の長期借入をいたしました。

－ 7 －
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対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

(2) 対処すべき課題
　オーダースーツ業界におきましては、原材料価格の高騰や円安による仕入原価上昇等の影響は大き
く、厳しい事業環境が続いております。このような経営環境のもと、当社では重点施策の遂行にあた
り、以下の課題に取り組みます。

（既存事業の更なる強化）
①　来店客数の増加
　全国の主要都市及び都市郊外への新規出店を積極推進することで、新規顧客の獲得に加え、既存顧
客の利便性向上に努めます。
　また、お客様にオーダーメイドのプロセスそのものを楽しんでいただけるよう、より快適で魅力的
な店舗空間の演出に取り組みます。
②　インバウンド需要への対応
　インバウンドのお客様向けに免税サービス、国際配送サービスを開始し、新たな顧客層の開拓に取
り組みます。
　また、英語での接客対応が可能なスタッフを配置するなど、ご来店された海外のお客様への対応力
強化にも取り組みます。
③　商品戦略
　当社の商品戦略の根幹である「国内有数の豊富な生地の品揃え（注１）」を維持・強化していくた
め、オーダースーツ生地を企画から厳選し、魅力ある商品ラインナップを顧客に提供いたします。
　また、当社の特徴である「高いファッション性＋お買い得感」を維持しながら、品質にも最大限こ
だわることで、お買い得感があり、魅力的な商品を提供いたします。（注２）
　加えて、新たな顧客層の開拓を行うため、新商品の開発など、商品ラインナップの強化に取り組み
ます。
④　人材育成
　顧客のニーズに的確にお応えして、「また来たい」と思っていただけるような人的サービスを提供
できるよう、従業員への教育・研修を強化し、接客力の向上に取り組みます。
⑤　マーケティング
　ネットマーケティングの活用等（インターネット広告やFacebook、Instagram、LINE等のSNS）
によるオムニチャネル戦略を積極的に推進し、実店舗への送客効果による店舗売上の拡大を図りま
す。

－ 8 －
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対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

（レディスオーダースーツの販売強化・オンラインオーダーサービスの強化）
①　レディスオーダースーツの販売強化
　女性用ビジネスウェアの潜在需要を開拓するため、女性のニーズに対応する商品企画に取り組みま
す。
　また、女性客への接客力向上のため、店舗従業員への教育・研修を強化し、女性客が快適にお買い
物をしていただけるような店舗環境づくりに取り組みます。
②　オンラインオーダーサービスの販売強化
　オンラインオーダーサービスの売上拡大のため、オーダーコンテンツの充実とシステム連携による
運営力の向上に取り組みます。

（システム開発による機能の強化）
　顧客データの分析や業務効率を向上させるため、店頭受注システム、基幹システム、電子カルテシ
ステム等を刷新し、機能強化を図ります。

（物流の効率化）
　エネルギー価格の高騰に伴う物流費の上昇に対応するため、効率的かつ、コストを最小化する物流
網の構築に取り組みます。
　また、お客様に商品をスムーズにお渡しするため、生産委託工場から店舗へのより効率的な商品の
流れを構築し、物流業務全般について改善を図ります。

（会員制度）
　GS倶楽部及びGSアプリ倶楽部のサービスを拡充させることで顧客の利便性を高め、来店を促し、
顧客満足度の向上に努めます。（注３）

（人事制度改革）
　従業員満足度の向上や、従業員一人一人が日々成長を実感できる人事制度の改革に取り組みます。
　東京、大阪にトレーニングショップを設け、実際の店舗実務と同様のシチュエーションで従業員の
教育、研修を行い、接客力向上を図ります。

（注１）当社は、自ら選別した生地を直接調達することで、約5,000種類の品揃えを実現しておりま
す。

（注２）価格帯については、当社は２着48,000円、１着38,000円からであり、お買い得感のある価
格を実現しております。

－ 9 －



2025/09/24 15:17:19 / 25241960_グローバルスタイル株式会社_招集通知_電子提供措置用

対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

（注３）GS倶楽部及びGSアプリ倶楽部は、当社顧客の会員サービスであり、会員限定の特典やお得
な情報を提供しております。

(3) その他会社の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 田 城 弘 志

取 締 役 名 本 育 広 管理本部長

取 締 役 中 川 智 雄 業務システム本部長

取 締 役 江 森 義 信 商品本部長

取 締 役 窪 田 正 彦 マーケティング本部長 兼 経営戦略室長

取 締 役 井 出 久 美 井出久美公認会計士事務所 所長
株式会社ブッキングリゾート　取締役

常 勤 監 査 役 西 田 順 一 西田公認会計士事務所 所長

監 査 役 橋 本 匡 弘

弁護士法人大阪本町法律事務所 社員
大阪市住吉区役所 顧問
大阪市住之江区役所 顧問
株式会社クレストアルファ 監査役
大阪港湾局 顧問
新成加工株式会社 監査役

監 査 役 田 附 貴 章 たづけ公認会計士事務所 所長

2. 会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の氏名等（2025年７月31日現在）

（注）１. 取締役井出久美氏は、社外取締役であります。
２. 監査役西田順一氏、橋本匡弘氏、田附貴章氏は、社外監査役であります。
３. 取締役井出久美氏、監査役西田順一氏、田附貴章氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会

計に関する相当程度の知見を有しております。
４. 監査役橋本匡弘氏は、弁護士の資格を有しており、弁護士として豊富な見識と経験を有しておりま

す。
５. 当社は、社外取締役及び社外監査役の全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、

同取引所に届け出ております。
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対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

氏　　名 退任日 退任事由
退 任 時 の 地 位 ・ 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

佛 圓 悠 馬 2024年10月25日 任期満了 取締役営業推進本部長

吉 田 招 代 2024年10月25日 任期満了 取締役マーケティング本部長

小 田 切 智 美 2024年10月25日 任期満了
常勤監査役
株式会社シナプスイノベーション 取締役
BABY JOB株式会社 取締役（監査等委員）

6. 当事業年度中に退任した取締役及び監査役は次のとおりであります。
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対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

(2) 責任限定契約の内容の概要
　当社と非業務執行取締役及び各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423
条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の
限度額は、法令が規定する額となります。なお、当該責任限定が認められるのは、当該非業務執
行取締役又は監査役が責任の原因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに
限られます。

(3) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締
結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は当社役員であり、被保険者は保険料を負担し
ておりません。当該保険契約により被保険者の損害賠償金及び訴訟費用等を填補することとして
おります。ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、故意による
法令違反や犯罪行為の場合には填補の対象としないこととしております。

(4) 取締役及び監査役の報酬等
①役員報酬等の内容の決定に関する方針等

イ．役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法
当社は取締役の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針を定めておりませんが、

役職、業績、会社への貢献度や事業の状況を考慮し、株主総会において承認された報酬額の
限度内において、報酬委員会の答申を踏まえ取締役会で決議することとしております。

当社の役員報酬等に関する株主総会の決議は2019年７月29日開催の臨時株主総会におい
て、取締役については年額400百万円以内（決議時点の取締役の員数は５名）、監査役の報
酬限度額を年額50百万円以内（決議時点の監査役の員数は２名）に定めると決議いただい
ております。

なお、監査役の報酬等の額につきましては、株主総会において承認された報酬額の限度内
において、監査役の協議のうえで決定しております。

ロ．報酬体系
取締役の報酬体系につきましては、売上高を指標とした固定報酬、営業利益及び当期純利

益を指標とした業績連動報酬等（賞与）、株価変動のメリットとリスクを株主の皆様と共有
し、株価上昇及び企業価値向上への貢献意欲を高めることを目的とした株式報酬から構成さ
れております。
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対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

（1）払込期日 2024年12月２日
（2）処分する株式の種類及び数 普通株式13,400株
（3）処分価額 1,301円
（4）処分総額 17,433,400円

区 分 報酬等の総額
報酬等の種類別の総額 対 象 と な る

役 員 の 員 数固 定 報 酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役
（うち社外取締役）

192百万円
（５）

140百万円
（５）

35百万円
（－）

17百万円
（－）

８名
（１）

監査役
（うち社外監査役）

19
（19）

19
（19）

－
（－）

－
（－）

４
（４）

合計
（うち社外役員）

211
（24）

159
（24）

35
（－）

17
（－）

12
（５）

ハ．業績連動報酬等
業績連動報酬等は、毎年の計画達成へのインセンティブを高めることにより、企業価値の

持続的向上を図るため、業績目標の達成度に応じた賞与を毎年一定の時期に支給することと
しております。

業績連動報酬等に係る業績指標は営業利益と当期純利益であり、その実績は営業利益801
百万円、当期純利益503百万円であります。

ニ．非金銭報酬等
金銭報酬とは別枠で、2022年10月26日開催の第75回定時株主総会において、譲渡制限

付株式に関する報酬等として支給する金銭報酬債権の総額を、年額100百万円以内（社外取
締役は付与対象外、決議時点の対象取締役の員数は５名）と決議いただいております。

なお、2024年11月15日開催の取締役会において当社の取締役（社外取締役を除く）に対
し、譲渡制限株式報酬として自己株式の処分を行うことについて、以下のとおり決議し、実
施しております。

②当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１．業績連動報酬等は「①役員報酬等の内容の決定に関する方針等」に記載のとおりであります。
２．非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割当ての際の条件等は「①役員報酬等の内容の決定に関

する方針等」に記載のとおりであります。
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対処すべき課題、その他会社の現況に関する重要な事項、会社役員の状況

出 席 状 況 及 び 発 言 状 況 並 び に 社 外 取 締 役 に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

取締役 井 出 　 久 美

当事業年度に開催された取締役会14回のうち14回に出席いたしました。出席
した取締役会において、公認会計士としての経験と見識に基づき専門的見地
から、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしてお
ります。

監査役 西 田 　 順 一

2024年10月25日就任後から当事業年度に開催された取締役会10回のうち
10回、監査役会10回のうち10回に出席いたしました。出席した取締役会及
び監査役会において、常勤監査役として法令及び定款等に基づき適法性の観
点から適宜発言を行うなど、健全な経営のための適切な役割を果たしており
ます。

監査役 橋 本 　 匡 弘
当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回、監査役会15回のうち14
回に出席いたしました。出席した取締役会及び監査役会において、弁護士と
して法律上の観点から適宜発言を行っております。

監査役 田 附 　 貴 章

当事業年度に開催された取締役会14回のうち14回、監査役会15回のうち15
回に出席いたしました。出席した取締役会及び監査役会において、主に財
務・会計等に関し、公認会計士としての専門的見地から適宜発言を行ってお
ります。

(5)　社外役員に関する事項

①他の法人等との重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人との関係
　他の法人等との重要な兼職の状況につきましては、「２．会社役員に関する事項 (1)取締役及
び監査役の氏名等」に記載のとおりであります。
　当社と当該他の法人等との関係につきましては、記載すべき関係はありません。

②当事業年度における主な活動状況
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貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資  産  の  部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 渡 金
前 払 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 （ 純 額 ）
車両運搬具（純額）
工具、器具及び備品（純額）
土 地
リース資産（純額）

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
敷 金

3,748,345
669,793
323,714
209,474
60,248

2,368,565
734

109,940
16,379

△10,504
3,710,842
2,611,916
1,619,768

5,721
572,836
412,264

1,325
111,691
31,522
80,168

987,235
8,430
3,820

15,234
87,532

872,218　

（ 負  債  の  部 ）
流 動 負 債 3,541,645

買 掛 金 292,322
短 期 借 入 金 1,680,000
1年内償還予定の社債 20,000
1年内返済予定の長期借入金 174,788
リ ー ス 債 務 19,882
未 払 金 228,705
未 払 費 用 82,399
未 払 法 人 税 等 185,209
契 約 負 債 204,720
前 受 金 467,136
預 り 金 26,206
前 受 収 益 6,598
役 員 賞 与 引 当 金 35,000
災 害 損 失 引 当 金 43,121
資 産 除 去 債 務 3,565
そ の 他 71,989

固 定 負 債 1,006,028
社 債 10,000
長 期 借 入 金 547,190
リ ー ス 債 務 5,610
退 職 給 付 引 当 金 58,651
資 産 除 去 債 務 234,464
そ の 他 150,112

負 債 合 計 4,547,673
（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 2,909,698
資 本 金 80,000
資 本 剰 余 金 134,687

資 本 準 備 金 26,634
そ の 他 資 本 剰 余 金 108,053

利 益 剰 余 金 2,758,983
利 益 準 備 金 112,500
そ の 他 利 益 剰 余 金 2,646,483
固定資産圧縮積立金 204,058
繰 越 利 益 剰 余 金 2,442,424

自 己 株 式 △63,972
評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,816

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 1,816
純 資 産 合 計 2,911,514

資 産 合 計 7,459,188 負 債 純 資 産 合 計 7,459,188

貸　借　対　照　表
（2025年７月31日現在）

（単位：千円）
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損益計算書

(2024年 8 月 1 日から
2025年 7 月31日まで)

科 目 金 額
売 上 高 11,460,350
売 上 原 価 5,066,716
売 上 総 利 益 6,393,633
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,591,895
営 業 利 益 801,738
営 業 外 収 益

受 取 利 息 649
受 取 配 当 金 76
為 替 差 益 3,780
賃 貸 料 収 入 85,284
物 品 売 却 収 入 12,138
そ の 他 2,011 103,941

営 業 外 費 用
支 払 利 息 32,846
賃 貸 収 入 原 価 36,380
物 品 購 入 費 用 6,390
支 払 手 数 料 372
そ の 他 8,341 84,331

経 常 利 益 821,348
特 別 利 益

受 取 保 険 金 43,121
資 産 除 去 債 務 戻 入 益 7,010 50,131

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 0
減 損 損 失 42,269
事 務 所 移 転 費 用 7,240
災 害 損 失 引 当 金 繰 入 額 43,121 92,631

税 引 前 当 期 純 利 益 778,847
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 289,540
法 人 税 等 調 整 額 △13,839 275,700
当 期 純 利 益 503,146

損　益　計　算　書

（単位：千円）
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会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2025年９月17日

グローバルスタイル株式会社
取締役会　御中

仰星監査法人
大阪事務所

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 平塚　博路

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 川勝　充樹

　監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、グローバルスタイル株式会社の

2024年８月１日から2025年７月31日までの第78期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類
等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告
プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

会計監査報告

－ 17 －
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当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当
監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお

いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合

には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算

書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ

とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行

を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の
立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生
する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合
理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

－ 18 －
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会計監査報告

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リス
クに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。
さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計
上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関
して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実
性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又
は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除
外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手し
た監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及
び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過

程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する

規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻
害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。
以上

－ 19 －
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2024年８月１日から2025年７月31日までの第78期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと
もに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及
び財産の状況を調査いたしました。また、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして事業報告に記載されてい
る会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該
決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等から内部統制シ
ステムの構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いた
しました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたし
ました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する
とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備してい
る旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書
類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検
討いたしました。

監査役会の監査報告

－ 20 －
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ
ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ
ん。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人仰星監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年９月17日
グローバルスタイル株式会社　監査役会
常勤監査役（社外） 西 田 順 一 ㊞
社外監査役 橋 本 匡 弘 ㊞
社外監査役 田 附 貴 章 ㊞

　

－ 21 －
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剰余金の処分議案

株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、安定配当の維持を
基本としながら、今後の事業展開等を勘案して、以下のとおり第78期の期末配当をいたした
いと存じます。
期末配当に関する事項
(1）配当財産の種類

金銭といたします。
(2）配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金33円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は111,375,198円となります。

(3）剰余金の配当が効力を生じる日
2025年10月27日といたしたいと存じます。

－ 22 －
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定款変更議案

現 行 定 款 変 更 案
第１条～第８条（条文省略）

（新設）

第１条～第８条（現行どおり）

（自己の株式の取得）
第９条　当会社は、会社法第165条第２項の
規定により、取締役会の決議によって自己の
株式を取得することができる。

（第９条新設のため、以降は１条ずつ繰り下
げる。）

第２号議案　定款の一部変更の件
１．変更の理由

　会社法第165条第２項の規定により、定款の定めに基づいて取締役会決議による自己の
株式の取得が認められておりますので、機動的な資本政策を遂行できるように、当社定款
第９条に自己の株式の取得の規定を新設するものであります。

２．変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。

（下線部は変更箇所を示しております。）

以上

－ 23 －
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地図

会場：大阪市中央区北浜一丁目８番16号
大阪証券取引所ビル３階　北浜フォーラム

交通 ■地下鉄堺筋線北浜駅下車 １B出口（地下道直結）
■京阪本線北浜駅下車 27号出口（地下道直結）
■地下鉄御堂筋線淀屋橋駅下車・京阪地下道を東へ徒歩約７分

27号出口（地下道直結）
■京阪中之島線なにわ橋駅（４番出口）徒歩約４分

お願い ●当社専用の駐車場はございませんので、
お車でのご来場はご遠慮ください。

その他 ●会場内等でサポートが必要な方は、受付にてお申し出ください。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

至なんば

至梅田 至天六 至東梅田

至日本橋

御
堂
筋

堺
筋

地下鉄御堂筋線

京阪本線

地下鉄堺筋線

地下鉄谷町線

大阪証券
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京阪中之島線

中之島公園
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